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月　　日 曜 時　間 順番 氏　　　名 議 席

10:00 １ 長 浜 信 夫 3

２ 大 浜 哲 夫 １

３ 松 川 秀 盛 １６

４ 平 良 秀 之 １０

５ 内 野 篤 ５

10:00 １ 大 石 行 英 ２２

２ 知 念 辰 憲 １７

３ 池 城 孝 １４

４ 宮 良 操 １５

５ 石 垣 涼 子 １１

10:00 １ 砥 板 芳 行 ７

２ 上 門 孝 子 １２

３ 箕 底 用 一 ８

４ 石 垣 三 雄 １３

10:00 １ 小 底 嗣 洋 １８

２ 我喜屋 隆次 ６

３ 仲 間 均 ２０

４ 前 津 究 ２

3月24日 （木）

3月25日 （金）

3月23日 （水）

平成２３年 第２回 石垣市議会（定例会）

一般質問の日程表

3月22日 （火）



順番 番号 氏　　　名 質　　問　　要　　旨

１、離島振興について

　（１）新たな沖縄振興計画に向けて基本的な考え方を明らかに

２、教育行政について

　（１）新学習指導要領実施にあたり基本的な考えについて

　（２）教職員の労働環境について

３、生活・福祉行政について

　（１）母子・父子世帯の世帯数及び収入状況について

　（２）地上デジタル放送移行対策について

　（３）信号機設置（大浜地区）による交通安全対策について

４、施政方針に対する基本的な考えについて

１、岩手県への支援活動について

　（１）東北・関東大震災の対応について

　　　ア.「種もみ」の縁で岩手県と本市は、友好関係が出来た。今回の大震
　　　　　災で甚大な被害を受けた岩手県に対して「義援金」のカンパ活動を
　　　　　すべきと思うがどうか

２、平和行政について

　（１）「自衛隊」の先島配備について

　　　ア.市長のこれまでのご見解は、「自ら配備を要請しない」「要請があれ
　　　　　ばテーブルに着く」「最終判断は、市民と相談する」との見解である。
　　　　　しかし、度重なる自衛艦の入港で「歓迎」の意思を明らかにし、艦の
　　　　　内外で関係者との交流を深めている。従って、市長の真意は、自衛
　　　　　隊の石垣島配備を「了」とする前提が伺えるものであり、ご見解を明
　　　　　らかに

　（２）メア米国務省前日本部長の発言について

　　　ア.メア氏が、県民を侮辱、蔑視等々の差別発言をしたことに対する県
　　　　　紙のアンケートで市長は、「撤回・謝罪」、「辞任」を求めないと答え
　　　　　ている。その真意は何か。市長の「平和行政」との関連で問う

３、福祉行政について

　（１）八重山病院の内科医確保について

　　　ア.昨年末に八重山病院内科医の９人が３月末日で同時退職するとの
　　　　　情報があり、八重山郡民は不安を強いられた。その後、マスコミ報
　　　　　道によると「克服した」とのこと。その事実を市民・郡民に明らかに

1 大浜　哲夫　君
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　（２）県立八重山病院の「独立行政法人化」について

　　　ア.市長は、「独法化」反対の意思を市民・郡民に明らかにした。しかし、
　　　　　その後の対応がまったく見えず、市民・郡民は不安を募らせており、
　　　　　さて、どうなるのか

４、離島振興対策について

　（１）八重山圏域の発展策について

　　　ア.石垣-那覇間の貨客船（旅客船）運航の再開について

　　　イ.航空運賃の低減について

　　　ウ.交付金の対象を「海域面積」を含めることについて

　　　エ.「一国二制度」のさらなる深度化について

　　　オ.那覇空港の「ハブ機能拡大」と新石垣空港との結びつきについて

５、財政について

　（１）ふるさと納税について

　　　ア.平成２２年度までの実績と今後の施策と展望を明らかに

６、消防行政について

　（１）消防広域化（一元化）について

　　　ア.消防一元化は、離島の「遠隔性」「散在性」「狭小性」の特殊性
　　　　　や不利な条件を考慮していない。あまりにもデメリットが多すぎ
　　　　　る。推進委員会からの離脱を考えるべきではないか

１、建設土木行政について

　（１）石垣市における入札参加資格業者の件数（ランク別）について

　（２）業者の指名推選は誰が行うのか

　（３）指名選定委員会の構成について

　（４）指名選定委員会の協議の課題等について

　（５）最低制限価格は市長が決定するのか

２、水産行政について

　（１）八重山漁業協同組合の西側背後地の利用について（漁具保全修
　　　理施設の設置について）

　（２）タイマイ養殖の経緯について

３、総務行政について

　（１）市有地の売渡し貸付について

　（２）市有地の転売は可能か否か

3 16 松川　秀盛　君

２



順番 番号 氏　　　名 質　　問　　要　　旨

1、東日本大震災被災地支援について

　（１）多くの市民の皆様から被災地への物資支援の声が届いているが、輸
　　　送手段・輸送ルートの確保が整っていないのが現状。行政が中心とな
　　　り効果的な支援方法をとるべきと考えるが、どうか

２、本市の災害対策について

　（１）本市は防災体制の強化について、ハザードマップの作成を含めた地
　　　域防災計画を総合的に見直すとしている。災害に強いまちづくりとして
　　　どの様な見直し取り組みを行っていくのか

３、生活困窮者支援策について

　（１）高齢者世帯において現金収入が少なく生活困窮世帯であっても土地
　　　や建物等の財産を有するために生活保護の適用が困難であるケース
　　　が少なくない。リバースモゲージ等の活用について

４、水道行政について

　（１）水道マッピングシステムについて

　（２）システム導入における目的と効果について

５、スポーツ産業の振興について

　（１）多くのスポーツ選手がキャンプ・トレーニング地として本市を訪れてい
　　　る。今後、県文化観光スポーツ部との連携でスポーツアイランドとして
　　　の戦略的な誘致活動強化への取り組みについて

1、海洋基本計画について

　（１）「海洋基本計画」の計画と予算について

２、観光行政について

　（１）平成23年度の「石垣市観光基本計画」に基づく施策と予算について

３、産業振興について

　（１）第１次～３次産業の振興について

４、施政方針について

　（１）基本理念について

１、東日本大震災における被災者の支援について

　（１）本市の取り組みについて

　（２）本市に可能な限り被災された方々を受け入れることについて

２、離島ターミナル使用料の減免とその他の支援について

　（１）使用料減免についての要請を受けた本市の対応と今後の対策につ

　　　いて

３、観光入域者数の減少による危機的状況の打開について

22 大石　行英　君

4 10 平良　秀之　君

5 5 内野　篤　君
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　（１）現状と総力を上げた本市の戦略的な対策について

４、公共施設における太陽光の設置について

　（１）公共施設における具体的な設置計画について

５、新食肉センター建設の概要と展望について

　（１）今後の具体的な取り組みについて

　（２）センターの運用を根底から支える肥育牛の生産体制の万全な確立に
　　　ついて

　（３）牛皮など副産物の利活用による産業の創出について

６、設計委託業務におけるプロポーザル方式及びコンペ方式の採用につい
　　て

　（１）自然文化都市、新たな景観形成という観点から今後プロポーザル及
　　　びコンペ方式の採用を検討してはどうか

７、ふるさと納税の本格的な取り組みについて

　（１）ふる里に想いをはせる方々の力も結集して、個性と活力に満ちたまち
　　　目指して、本格的なふるさと納税に積極的に取り組んでみてはどうか

１、平成２２年度施政方針に掲げた２０項目の政策の実施状況について

２、パイン振興について

　（１）ブランド化（無差別化）について

　（２）優良種苗の増殖について

　（３）有害鳥獣対策について

３、環境行政について

　（１）家庭用廃油（てんぷら油）を車の燃料として利用するため資源ごみとし
　　　て回収できないか

４、行財政について

　（１）第4次定員適正化計画について

　（２）行政評価システムについて

　（３）人事評価制度について

１、市長の政治姿勢について

　（１）自治基本条例について

　　　ア.協働の認識と必要性について

　（２）防災計画について

　　　ア.防災計画の見直し及び課題や問題点について

　（３）総合基本計画について

　　　ア.石垣市の行政における総合計画とは、どのような存在であるのか

　　　イ.市の個別計画やさまざまな分野で策定される諸計画と総合計画とは
　　　　　どのような関係であるか

　　　ウ.実施計画は、予算編成とどのように関わるのか

8 14 池城　孝　君

7 17 知念　辰憲　君
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順番 番号 氏　　　名 質　　問　　要　　旨

１、施政方針について

　（１）太平洋沖地震による東日本大地震支援策について

２、人事行政について

　（１）畜産課職員の人事について（職員増を含む）

２、平和行政について

　（１）ケビン・メア発言に対する市長の真意について

３、農業行政について

　（１）有害鳥獣対策について（キジ等）

　（2）ハリガネ虫駆除対策について

４、観光行政について

　（１）ギネスに挑戦、石垣牛大バーベキュー大会について

５、教育行政について

　（１）３学期制移行に伴う課題解決について

　（２）学力対策について

　（３）白保小学校校舎建設について

６、消防行政について

　（１）県広域消防行政対策について

　（２）消防庁舎建設について

１、子育て支援について

　（１）母子保健の現状と取り組みについて

　（２）保育サービスの充実に向けての取り組みについて

　（３）地域における子育て支援サービス及び生活環境の整備（公園や各種
　　　施設等）について

　（４）放課後の居場所づくりの取り組みについて

　（５）虐待や育児放棄から子どもを守る支援体制について

２、地域防災について

　（１）災害弱者といわれる方々についての支援体制と各部の取り組みにつ
　　　いて

１、離島振興について

　（１）「新たな沖縄振興のための制度提言（ポスト沖縄振興特別措置法)」
　　　の「離島振興」政策分野への取り組みについて

　（２）「離島振興」政策分野での八重山三市町の連携について

7 砥板　芳行　君

9

10 11 石垣　涼子　君

宮良　操　君15
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２、観光産業への取り組み及び観光行政について

　（１）本市の組織改編に伴う、観光課（観光交流推進課）の位置付けにつ

　　　いて

　（２）本市のリーディング産業であり、総合産業としての観光産業を担任す
　　　る現在の観光課は、組織の人員・規模は適当か

　（３）新石垣空港開港を２年後に控え、厳しい状況の続いている観光産業
　　　であるが、今後の観光戦略を講じ実践していく組織づくりについて

３、港湾行政について

　（１）原油価格の高騰、観光客の減少、東北・関東大震災の影響により、
　　　離島航路（海路）運航事業者の経営環境が厳しくなっていることから

　　　ア.事業者への公租公課、施設利用料の減免について

　　　イ.船舶給水料金の価格の内訳について

　　　ウ.本市所在の離島航路運航事業者への船舶給水料免除について

　　　エ.本市在住の離島航路運航事業者と本市外航路運航事業者と船舶
　　　　　水料の価格設定を区別することについて

　（２）石垣市港湾計画の改定時期と進捗状況について

４、石垣市風景計画について

　（１）平成18年の風景計画策定から平成23年度で5年を経過するが、これ
　　　までの検証結果について

　（２）石垣市風景計画の見直しについて

　（３）石垣市風景計画の推進と関連する産業の育成について

　　　ア.沖縄瓦生産・瓦職人の育成、石材生産、職人の育成、他関連産業
　　　　　の育成について

1、女性行政について

　（１）男女共同参画社会形成への取り組みについて

　　　ア.各種審議会、委員会への女性登用状況について（人数・登用率）

　　　イ.市女性職員の管理職への登用状況について（人数・登用率）

２、福祉行政について

　（１）障がい者の法定雇用状況について（人数・雇用率）

３、磯辺集落公民館用地確保について

1、防災行政について

　（１）地震・津波等による防災対策本部及び防災無線について

　　　ア.東北大震災に伴う八重山地方津波警報避難指示について
　　　（公立学校への避難指示について）

　　　イ.防災対策本部設置場所について

　　　ウ.第２防災無線局整備について

２、公共施設の使用について

　（１）公共施設の貸し予約優先順位について

３、花まつりに向けた取り組みについて

　（１）前勢岳さくらの森整備について

　（２）推進協議会設置について

12 12 上門　孝子　君

13 8 箕底　用一　君
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順番 番号 氏　　　名 質　　問　　要　　旨

１、石垣市防災計画について

　（１）現在の石垣市防災計画は地震・津波・台風など災害を生むエネル
　　　ギーをどの程度の規模を想定し策定したか

　（２）「東日本大震災」による世界最大級の被災地の実情を報道で見るに
　　　つけ、台風などの災害も含めて石垣市防災計画をすべての面で見直
　　　しが必要だと思うが、どうか

　（３）この地震で当市も津波警報が発令されたが、市民へ、あるいは石垣
　　　市を訪れている観光客に対しどのような広報活動を行い、そしてどこ
　　　まで周知徹底されたのか

　（４）真栄里や大浜地区は近年商業・住宅地域として急速に発展。防災の
　　　観点からどういう課題があると認識されているか。万が一火災や浸水な
　　　どの防災体制はどうか。これから課題解決のためにどういう施策を展開
　　　してきたか

２、自衛隊配備について

　（１）地元紙の報道によると１月16日、２月21日説明を受けているが、沖縄
　　　防衛局よりどういう説明を受けたのか、その内容を明らかに

　（２）自衛隊配備を前提に調査を受け入れるのか

　（３）この間、配備について住民の意見を聞くとしているが、どういう方法で
　　　聞くのか、また何をもって住民意思と判断するのか

３、ケビン・メアの県民への侮辱発言について

　（１）ケビン・メア米国務省前日本部長の発言に関するマスコミの首長アン
　　　ケートで、謝罪・撤回も、辞任要求もしないと答えた真意はどこにある
　　　のか

４、地域経済の活性化対策について

　（１）最近の住宅新築件数の推移について（過去５年間）

　（２）市民の住環境の改善と不況対策として住宅リフォーム事業の助成制
　　　度の導入を

１、教育行政について

　（１）本市の学力向上に向けての取り組みについて

　（２）冠鷲プロジェクトについて

２、施政方針について

　（１）前年度の施政方針の中で小田原市の政策が述べられていたが、その
　　　政策の実現はどうなっているのか

　（２）日本一幸せあふれるまち石垣市について

１、不況対策について

　（１）需要喚起の為の公的支出拡大に向けた現状把握と、支出拡大の可
　　　能性について

　　　ア.公的機関の臨時雇用の拡大について
16 6 我喜屋　隆次　君

14 13 石垣　三雄　君

小底　嗣洋　君1815
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　　　イ.前年度の補助事業の実施規模について

　　　ウ.今年度の補助事業の実施規模と自主財源の割合について

　　　エ.前年度決算時の総事業費に占める補助事業費の割合から見た、
　　　　　本市と近隣自治体との補助事業規模の比較について

　　　オ.現状の予算規模での補助事業の事業費を拡大することについて

２、災害対策について

　（１）大津波や大規模地震などの大規模災害に対する、現状把握と早急
　　　に対策を実施する必要があることから、次の点について伺う

　　　ア.現状の災害対策が想定している災害の種類と規模について

　　　イ.市長が職務を遂行不能時の権限継承の手順と仕組み、及び災害
　　　　　時の市役所機能の冗長性の確保と現状について

　　　ウ.災害時の外部への救護要請の手段と手順について、及び平常時の
　　　　　通信途絶の際の代替手段の現状について

　　　エ.災害時の緊急放送のサイレン・スピーカーの設置状況。またその機
　　　　　能が十分でない地域が存在するかについて

　　　オ.津波時の高所避難場所の確保状況、及び空白地域の有無とその
　　　　　現状について

　　　カ.長期の電力消失時の市内病院及びインフラ等自家発電の確保に
　　　　　ついて

　　　キ.災害時の港湾機能の耐性と、石垣港の港湾機能が消失した際の代
　　　　　替機能の確保について

　　　ク.自衛隊、米軍、消防、警察、海上保安庁を含めた石垣市の防災訓
　　　　　練の実施について

　　　ケ.現空港を災害時における新空港の代替地、また災害時に活用する
　　　　　目的も考慮して、引き続き空港としての機能を維持する可能性につ
　　　　　いて

　　　コ.以前の総合防災訓練の内容及び、実施した後の課題などについて

３、廃棄物処理について

　（１）経済規模の拡大とごみ処理量拡大へ向けた不法投棄問題について

　　　ア.不法投棄の現状と処理費用の推移について

　　　イ.不法投棄、ポイ捨てなどを防止する条例の罰則規定について

　　　ウ.ごみ分別基準の緩和と不法投棄を減少させるためのごみの廃棄場
　　　　の設置と周知について

４、学校給食無料化について

　（１）学校給食無料化の取り組みの現状について

５、学力向上について

　（１）市長の学力向上に向けた取り組みの意図について

６、保育行政について

　（１）待機児童について

８



順番 番号 氏　　　名 質　　問　　要　　旨

１、ヨットハーバー建設について

　（１）舟蔵公園前のヨットハーバー建設について

　（２）市内北西部のヨットハーバー建設について

　（３）吉原地区へのヨットハーバー建設の可能性について

２、ゴルフ場建設について

　（１）ゴルフ場建設へ向けての取り組み状況について

　（２）市長のゴルフ場建設の見解について

　（３）公営ゴルフ場建設の可能性について

３、公職選挙法違反について

　（１）会員向け情報紙（内部資料）について

　（２）議員の不特定多数に対する情報紙発行について

　（３）公職選挙法違反に対する選挙管理委員会の見解について

１、平和行政について

　（１）メア発言に対する市長の見解について

２、防災体制について

　（１）庁内体制は十分か

３、施政方針について

　（１）平成22年度の達成率と新年度の意気込みについて

４、総合計画について

　（１）県の振興策と整合性を図る必要性について

５、選挙事務について

　（１）公職選挙法について

2 前津　究　君

17 20 仲間　均　君

18

９


